
234

箕曲：序 《特集》 負債をめぐるポリティクス

編集後記

　本号から『白山人類学』は紙媒体への印刷

を止め，オンラインで PDF データのみを公

開することとなった。これも時代の趨勢であ

る。紙媒体への印刷は多大な費用がかかるた

め，会費収入の少ない団体にとっては維持で

きなくなりつつある。

　オンラインジャーナルに特化するという選

択は避けられないこととはいえ，これにより

学術誌の閲覧状況がいかに変化するのかを考

えておくことは，けっして無駄ではないだろ

う。これまで読者は紙媒体に印刷された冊子

が年一回，自動的に送られてきて，物質とし

ての冊子を手に取り，パラパラとページをめ

くりながら，どのような論文が掲載されてい

るのかを頭の片隅に入れていたことだろう。

　この時，多くの読者は関心のあるテーマに

ついてはもちろん熟読していたはずだが，た

とえ関心のないテーマであったとしても，ど

のような人が何を書いていたのかくらいは把

握できていたはずだ。このように頭のなかに

おぼろげながらインデックス化された情報が

あり，一方で冊子が読者諸氏の書棚に保管さ

れているという環境こそが，図らずも学問の

発展に寄与していた可能性がある。

　例えば，何事か考えごとをしている中で自

分には関係がないと思っていた論文が突如，

必要な情報になることがある。あるいは何と

なく書棚を眺めて冊子を手に取り，たまたま

目に入った論文が，その時，考えて続けて

いたことに何らかのヒントを与えることがあ

る。

　人がものを考えるとき，考えごとの直接の

対象とは異なるものに触発されて，創造的な

解決方法が偶然にも見つかることがある。こ

うした創造性を発揮するには，思考を刺激す

る雑多ものが，自分の日常生活の範囲のなか

にちりばめられている必要がある。その時点

では関心がないテーマの論文が多数収録され

ている冊子を自分の書棚に保管しておくこと

は，この意味で極めて重要だといえる。

　オンラインのみの発行では，こうはならな

い。関心のある論文については直接検索して

ダウンロードする一方，関心のないものにつ

いては検索することがないため，その人に

とって存在しないも同然である。ちなみに編

集後記をダウンロードしてまで読む奇特な人

などほとんどいないだろう。悲しいかなオン

ライン化によってもっとも読まれなくなるの

は，今まさに私が執筆している文章である。

　むろんオンライン化にも利点はある。した

がって，失われゆくものに対する思慕の念の

みを抱くつもりはない。だが，少なくとも今

回のオンライン化により，冊子という形態で

刊行される学術誌が人間の創造性に対して果

たしてきた役割について見つめ直すことと

なった。財政的問題を抜きに語ることはでき

ないが，学術誌のオンライン化が学問の発展

を妨げることがないように願う。（箕曲在弘）
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